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理科教育法Ａ
〜理科教師に向けての知識・技能，実践力の育成〜

関　 俊 秀

１．はじめに

　令和３年１月の『「令和の日本型学校教育」の

構築を目指して（答申）』において，２０２０年代を

通じて実現すべき「教職員の姿」が，「教師が技

術の発達や新たなニーズなど学校教育を取り巻く

環境の変化を前向きに受け止め，教職生涯を通じ

て探究心を持ちつつ自律的かつ継続的に新しい知

識・技能を学び続け，子供一人一人の学びを最大

限に引き出す教師としての役割を果たしている。

その際，子供の主体的な学びを支援する伴走者と

しての能力も備えている。」と示された。

　そして，城西大学３年生に開講されている「理

科教育法Ａ」が寄与するところは，特に学習指導

等に関わる部分で，『関係法令，学習指導要領及

び子供の心身の発達や学習過程に関する理解に基

づき，子供たちの「主体的・対話的で深い学び」

の実現に向けた授業改善を行うなど，「個別最適

な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に向

けて，学習者中心の授業を創造することができ

る。』教員の育成ととらえている。

　「理科教育法Ａ」では，中央教育審議会答申，

学習指導要領（平成３０年３月告示）等を基に高等

学校の理科教育に求められているものを学び，理

科の教師として必要な基礎的・基本的な知識や技

能，実践力を身に付けることを目的としている。

そのために，高等学校理科と各科目の目標，内

容，内容の取り扱いや「主体的・対話的で深い学

び」の実現に向け，授業を行う際の指導計画の作

成，学習指導形態や指導上配慮すべきこと，事後

の評価等について学ぶ。また，学習指導案等を基

に授業について考え，習得した授業の方法や技術

を教育実習に活かすことができるようにする。さ

らに，本授業を通じて，ディプロマポリシーにお

ける教職を志望する人には，その職務の遂行に必

要な能力を身につけることを目標とする。

　ここでは，授業計画と授業実践，学生の学びに

ついて概要を報告し，理科教師に求められる知識

・技能の習得と実践力育成にどれだけ寄与するこ

とができたかについて考察する。

２．学生の実態について

　学生の実態を把握し，そのことを考慮した授業

　「理科教育法Ａ」は，高等学校の理科教師に求められる知識・技能の習得と実践力の育成を目

指している。授業内容は，学習指導要領に基づく高等学校理科と各科目の目標や内容の理解，

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた理科授業の構築と演習である。ここでは，令和５

年度の授業内容と受講した学生の学びを基に，「理科教育法Ａ」の授業効果について報告する。

要　　旨
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を行うことで，授業効果を高めることができる。

そのため，開講時にアンケートを取り，学生個々

の把握と，授業内容への反映に努めた。令和５年

度に受講した学生１６名は，すべて理学部化学科の

３年生であった。

２．１　城西大学への入学形態

　①　一般入試　　　　　５０％

　②　センター試験利用　１９％

　③　指定校推薦　　　　３１％

　

２．２　高校時代の理科科目履修状況

　①　化学基礎　　　　　１００％

　②　化学　　　　　　　１００％

　③　生物基礎　　　　　９４％

　④　生物　　　　　　　６９％

　⑤　物理基礎　　　　　８８％

　⑥　物理　　　　　　　３８％

　⑦　地学基礎　　　　　１３％

　⑧　地学　　　　　　　６％

　⑨　科学と人間生活　　６％

　

　高等学校における理科の必履修科目は，『「基礎

を付した科目」を３科目』か，『「科学と人間生

活」と「基礎を付した科目」を１科目』となって

いる。一般入試であっても，理科２科目を受験に

必要としない城西大学の学生に対し，学生の『専

門の「化学」以外は教えることに自信がない。』

という状況を念頭に置いて授業を構築する必要が

ある。

２．３　この授業で特に学びたいこと

・学習指導要領で記された理科教育について

・特に苦手な分野の模擬授業

・実験指導における配慮事項

・理科教育に必要な専門的知識

・高校で履修していない科目の内容

・授業でのＩＣＴの活用方法

・生徒に何を，どのように伝えていくのか

・グループワークによる新しい視点の発見

・学習意欲を高める授業方法

・興味関心を引く授業方法

　学生の教職への思いと，この授業への期待を感

じられた。この１３回の授業を，様々な手法で展開

させることで，教材研究や授業展開の技術を伝

え，学生が目指す理科授業のイメージを具現化し

ていくことを目指した。

３．授業計画について

　前任者から引き継ぎ，「理科教育法Ａ」を令和

４年から担当している。令和５年春学期から，授

業時間が１０５分の１３回に変更されたことを機に，

より学生の実態に即し，個々の資質・能力を高め

られるように，下記の授業計画をたて，実践し

た。学生の集中を切らさないように各１０５分を組

み立てるか，工夫を要した。

３．１　ガイダンス（講義概要），高等学校におけ

る理科教育

　教育関係法令等に基づく高等学校教育について

理解するとともに，学習指導要領改訂の経緯や基

本方針について理解し説明できる。グループワー

クを通し，「理科教育に求められるもの」につい

て自らの経験や関心をもとに考えを発表し，「理

科教師」のやりがいと教職に対する理解を深め

る。

３．２　高等学校理科改訂の趣旨及び要点，理科

の目標・科目編成

　理科改訂の趣旨及び要点について理解し説明で

きる。理科の目標について理解するとともに，科

目編成と履修について説明できる。「エネルギ
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ー」，「粒子」，「生命」，「地球」を柱とした内容の

構成について，小中高のつながりを理解し説明で

きる。

３．３　科目研究「科学と人間生活」，学習指導案

　講義及びグループワークを通し，「科学と人間

生活」の目標，内容とその範囲，内容の取扱い等

について理解し説明できる。学習指導案の意味と

内容，活用について再確認し，学習指導案を基に

短時間の授業設計を行うことができる。

３．４　教育改革の動向と理科教育の課題

　中央教育審議会答申等を基に，教育改革の動向

とその背景や内容を理解し説明できる。PISA及

びTIMSS調査の結果分析などから推測される我

が国の児童生徒及び理科教育の現状と課題につい

て説明できる。

３．５　科目研究「生物基礎」・「生物」，模擬授業

①

　講義及びグループワークを通し，「生物基礎」・

「生物」の目標，内容とその範囲，内容の取扱い

等について理解し説明できる。模擬授業では，分

担された内容を日常生活と関連させ，口頭でわか

りやすく伝えることとともに相互評価ができる。

３．６　科目研究「地学基礎」・「地学」，模擬授業

②

　講義及びグループワークを通し，「地学基礎」・

「地学」の目標，内容とその範囲，内容の取扱い

等について理解し説明できる。模擬授業では，分

担された内容を日常生活と関連させ，口頭でわか

りやすく伝えることとともに相互評価ができる。

３．７　授業改善と学習評価，ＩＣＴの活用

　主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業

改善と，学習評価の目的，評価規準の設定，評価

方法の工夫改善について理解し，説明できる。理

科の授業に活かすＩＣＴ活用について理解し実践

につなげることができる。

３．８　観察・実験等の体験的な学習活動，安全

管理

　代表的な観察・実験等を基に，そのねらいや指

導方法を理解する。生徒の実態に合わせた指導計

画をたてるとともに，観察・実験の際の安全対策

と危機管理について基本的な事項を理解し説明で

きる。

３．９　科目研究「物理基礎」・「物理」，模擬授業

③

　講義及びグループワークを通し，「物理基礎」・

「物理」の目標，内容とその範囲，内容の取扱い

等について理解し説明できる。模擬授業では，分

担された内容をＩＣＴ活用によりわかりやすく伝

えることとともに相互評価ができる。

３．１０　科目研究「化学基礎」・「化学」，模擬授業

④

　講義及びグループワークを通し，「化学基礎」・

「化学」の目標，内容とその範囲，内容の取扱い

等について理解し説明できる。模擬授業では，分

担された内容をＩＣＴ活用によりわかりやすく伝

えることとともに相互評価ができる。

３．１１　試験問題分析，アクティブ・ラーニング

の視点

　大学入学共通テスト「化学基礎」・「化学」を基

に問題の分析を行い，問題作成の視点を身につけ

る。「ジグソー法」を体験しアクティブ・ラーニ

ング型の授業方法について理解するとともに，こ

の方法のメリット，デメリットを説明できる。
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３．１２　教育実習の意義とねらい

　教育実習の意義とねらいを理解する。上級生か

ら教育実習についての具体的な話を聞き，次年度

の教育実習に向けての心構えや準備ができるよう

にする。上級生に質疑を行い，グループワークを

通し準備の内容と方法等について再確認すること

ができる。

３．１３　まとめと目指す理科教師像

　高等学校理科に関する諸事項を再確認するとと

もに，「目指す理科教師」について考えをまと

め，発表できる。

４．実践内容

　「理科教育法Ａ」の１３回の授業は，①パワーポ

イントのスライドや配布資料に基づく講義，②

PISA及びTIMSS調査や自然科学関連の問題演習

とグループワーク，③理科教育に関するグループ

ディスカッション，④模擬授業　等をそれぞれの

回のテーマに即し組み合わせて実施した。特徴的

な第２回，第４回，第６回，第１１回，第１２回につ

いて示す。

　

４．１　第２回　高等学校理科改訂の趣旨及び要

点，理科の目標・科目編成

　講義は，パワーポイントのスライドをプロジェ

クタで投影し，説明を加える形で行った。講義資

料やデータのやり取りは，Web Classを活用し

た。日常生活や社会との関連を重視するという学

習指導要領改訂の観点を踏まえ，高校「化学」と

日常生活や社会との関連について，グループディ

スカッションをさせた。同様に，高等学校におけ

る理科の履修について，理想とする形はどのよう

なものかについても協議させた。グループディス

カッションは，異なる考えの主張を理解したり，

他者からの質疑等により自らの考えの精査ができ

たりするなど，個人主体の学習場面では得難いも

のがあると考える。

　また，小学校，中学校の理科と，高校の「化学

基礎」の体系的な内容のつながりを考えさせるた

めに，小学校の項目を記入済みのシートに，中学

校の１０項目と高等学校の６項目を配置し，完成さ

せる作業を行った。基本的な概念である「粒子」

を柱として，理科の系統的な学びについて考えさ

せることができた。作業を通じ，改めて全体を俯

瞰させることにもつながった。

　

４．２　第４回　教育改革の動向と理科教育の課

題

　中央教育審議会答申と，学習指導要領との関係

を丁寧に説明し，教育改革に影響を与えるPISA

（生徒の学習到達度調査）やTIMSS（国際数学

・理科教育動向調査）の結果についても考えさせ

た。それぞれ公開されている問題（PISA：クロ

ーニングに関する問題，TIMSS：生物と環境と

のかかわりについての知識を問う問題，身近な物

理現象について説明する問題）を取り上げ，個人

で思考，グループで協議，解説という流れで学ば

せた。

　調査結果の分析という点から，理科教師になっ

た際どのような授業を実践すべきか，学生に思考

させることができたと考える。また，それぞれの

問題のねらいに気付かせ，ねらいを明確にした試

験問題の作成能力の育成につなげたいと考えた。

高等学校の初任者教員からも，大学において問題

作成の講義・演習等はほとんどなかったと聞く。

高等学校で実施されている「試験」についても，

まだ改善の余地は多いととらえる。

４．３　第６回　科目研究「地学基礎」・「地学」，

模擬授業②

　「化学」の教員として採用されても，学校の実

情から必履修科目である「地学基礎」を教えるこ
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ともありうる。前記したように，学生の高校時代

の履修率も１３％であり，中学校の履修内容と関連

付けながらより丁寧に説明を行った。内容として

は，各科目の性格，目標，内容及びその取扱いに

ついてである。

　また，予習として，この分野の模擬授業を各自

に準備させ，授業内で４人のグループ内発表を各

自１０分間ずつ行わせた。全体で４グループだった

ため，教室前後の黒板も使用させ取り組ませた。

塾等でアルバイトをしている学生もおり，話がで

きる者も多いが，説明することだけに終始してい

るという弱点が見受けられた。模擬授業は回数を

重ねることが大事で，自信を失わずに，自分で何

をこの授業で伝えるのかを明確にして今後に臨む

ように繰り返し指導した。

４．４　第１１回　試験問題分析，アクティブ・ラ

ーニングの視点

　まず，前回の最後に行った，教員採用試験の一

般教養「自然科学」に関する問題演習の解説を行

った。教員採用試験においても，「専門教科の正

答率が低い」という学生の実態がある。講義内で

の問題演習（自然科学系）を適宜行うことで，学

生の専門性を高めるとともに，学生それぞれの学

びにつなげられたと考える。「そのように説明す

ればわかりやすくなる。」「すべて説明しようとす

ると逆に理解できない。」など，私の解説のやり

方から，気付きを得ていると感じられた。

　次に，大学入学共通テスト「化学基礎」の問題

を基に，演習，解答への導き方，誤答の分析（選

択肢の誤答はどのように作られているか）等を行

った。どのような考え方をすると誤答になるの

か，逆にそのような考え方をさせない指導をする

ためにはどうしたらよいか，印象に残る授業にな

ったようである。

　そして，アクティブ・ラーニングの１つのメソ

ッドとして行われている「知識構成型ジグソー

法」を体験させ，この授業方法のメリットや配慮

しなければならないことについて考えさせた。今

回は，生物分野を取り上げ，「葉はなぜ緑色なの

か」をテーマに，３つのエキスパート活動（色は

どうして見えるのか，葉緑体の光吸収スペクト

ル，エンゲルマンの実験）からクロストークにつ

なげた。埼玉県の初任者研修でも学ばせている授

業手法であるが，学生にも刺激になったと感じ

る。「主体的・対話的で深い学び」の一例を実感

できたと考えられ，「授業のどの場面でこの手法

を取り入れることができるか」まで考えられるよ

うになることを期待している。

４．５　第１２回　教育実習の意義とねらい

　次年度の教育実習に向けて，意義，目的，指導

者の授業観察の際の視点や留意点，評価されるこ

とについて，説明を行った。

　そして，化学科の４年生（昨年度の理科教育法

Ａ履修者）４名に協力してもらい，事前にもらっ

た質問に対する全体への回答の後，グループごと

に分かれより細かい質疑応答を行った。

（質問例）

・教育実習の準備はいつ頃からどのようなことを

行ったか

・学習指導案はどのくらい書いたか

・模擬授業と実際の授業の違いはどこか

・教育実習中の具体的なスケジュールは

・大学の講義で学んだことが生かされた場面はあ

ったか

　来年度行う教育実習について不安が大きかった

ようで，熱心に質問を行っていた。教育実習を終

えたばかりの４年生から話を聞くことのできる場

面は大変有意義であり，この時点で学生の「教職

に就きたい」という思いをさらに強くしてくれる

ものとなった。協力してくれた４年生に感謝す

る。
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５．学生からのコメント

　「理科教育法Ａ」を受講し，一番学べたことは

何かについて，下記のような記述をしている。コ

メントの一部を抜粋する。

・生徒たちの学習や授業において，大切なのは主

体的に学ぶことであり，それができるようにする

には，工夫ある授業が大事であるということで

す。「主体的・対話的で深い学び」につながる授

業を実践していきたいと考えています。

・日頃の生活から理科に関する豆知識を身につけ

ることの大事さです。このことは理科の教員とし

て面白い授業を行えることにつながると考えられ

るからです。

・教育に関することは他の授業でも学んできまし

たが，この授業で「理科教師」に必要な専門性を

学ぶことができました。

・理科教育と日常生活の結びつきや，TIMSSや

PISAなどの結果の分析などから，改めて理科教

育の重要性を学べました。

・高等学校における「理科」教育とは何かという

ことが学べました。「理科」に対する認識がより

はっきりしたものになりました。

・自分の理科に関する知識不足と，授業の手法は

さまざまであるということが学べました。教える

うえで，まず自らがしっかり理解していなくては

生徒にうまく伝えることはできないことを実感

し，友人の授業から「こういう言い回しならわか

りやすい」など新たな発見が得られました。

・自分が教育の場に立った時のイメージがしやす

くなり，生徒の気持ちの部分まで考えられるよう

になりました。

・理科に関して，様々な授業方法や，その授業の

中で行う多くの評価方法・評価規準について学ぶ

ことができました。難しいと思いますが，適切な

評価をすることの大事さも学べました。

・自分の好きな「化学」を，生徒にも好きになっ

てもらえるような授業にするためには，様々な工

夫が必要だということです。

６．「理科教育法Ａ」の成果

　まず，上記のコメントから読み取れるように，

学生個々に「気づき」があったことが認められ

る。この「気づき」が学生の変容につながること

を期待する。毎回テーマを定め，学生が教壇に立

った際，少しでも自信をもって授業が行えるよう

に，高等学校における理科教育全般の基礎的・基

本的な知識や技能，実践力を伝えることができた

と手応えを感じている。

　また，さまざまな手法を組み込んだ授業を体験

させることで，学生の理科授業へのイメージを膨

らませ，今後の教育実習や教師になった際の授業

を行うことへの不安を少しでも軽減できたととら

えている。

　この授業の成績評価については，授業内の様々

な取組とともに，下記の試験，課題を加え，総合

的に行っている。

６．１　春学期末試験の結果分析

　６０分，１００点満点の記述式で試験を実施した。

平均点は６７点，最高点は８３点，最低点は４７点であ

った。素点を４０％にし総合成績に組み入れたが，

全体としてはおおむね知識理解ができたと考え

る。また，学生が不安に感じる自然科学系の演習

問題も出題したが，この部分の正答率は７６％で，

今後も勉強を継続する意欲と自信につなげられた

と考えている。

　

６．２　課題

　次の①〜⑥の課題を提示し，Web Class　で提

出させた。授業で学んだ知識のインプットととも

に，自分の頭の中で再構成しアウトプットするこ

とも，磨かなければならない資質・能力ととらえ
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ている。学生には苦手意識があるが，６回分の課

題から，各学生の力の向上を感じ取ることができ

た。課題テーマは，①あなたが理科教師を目指す

理由と，この講義で特に学びたいことを述べなさ

い。②本日行った「科学と人間生活」の模擬授業

において，あなたがうまくできたこと，まだ足り

ないこと，この内容を教えるのであればさらにど

う改善していくかをまとめなさい。③前回（地学

基礎・地学）と今回（生物基礎・生物）行った模

擬授業において，あなたがうまくできたこと，ま

だ足りないこと，日常生活とどう関連させたか，

まとめなさい。④本日の講義内容を基に生徒の学

習改善につなげるために，高校の理科教師として

どのように学習評価を行おうと考えましたか。自

分の考えをまとめなさい。⑤本日学んだ授業方法

の「知識構成型ジグソー法」をもとに，この授業

方法の，あなたが考えるメリットとデメリットに

ついてまとめなさい。⑥本日の先輩方の話や授業

を聞いて，次年度の教育実習に向けての心構えや

意気込み等をまとめなさい。

７．終わりに

　城西大学の教職カリキュラムにおいては，中学

校理科教諭を目指す学生を対象とした「理科教育

法Ｃ」が，秋学期に開講される。継続して履修す

るように勧めているので，ほぼ「理科教育法Ａ」

の履修者が集まる。引き続き，来年度の教育実習

に学生が自信を持って臨み，その後の教員採用選

考試験合格につながるように支援していきたいと

考える。

　「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた

授業改善は，教職を目指す学生に求められると同

時に，「理科教育法Ａ」にも求められていること

を考え，今後も工夫改善を凝らしていく。
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